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日本 産 オ ナ ガ ミ ヅ ス マ シ屬 竝 び に

　　　　1 新 種 ご 新 亜 種 の 記 載

　　　　　　　　　　 紳 　　谷 　　一　　男

ON 　THE 　GENUS ．　ORE σTOCH
’
IL　as，　WITH ．DESCRIPTIONS 　OF 　A ．

　 NEW 　SPEGfES 　AND 　A 　NEW 　SUBSPECIES 　FROM 　JAPA 翼．
1

By 　I〈．　 KAMIY 人．

．　　著 者 は 曩 val）本屬 に 就 い て 記 載 した と こ ろ 、早速學兄湯淺啓温氏 よ り撞々 御

　　歡示 を賜 り 、 その 後瀧澤求 氏 は 日本産 ミ ヅ ス マ シ 科 の 研 究
！）

を なされ た 中 に 、

　　こ の 屬 の 1新 種 を記載 さn た 。 著 者は そ の そ麦 、 ド イ ツ の鼓 豆學者 0 、H 、 氏 よ り

　　種 k 御歡示 を賜 る と共 に こ の 屡の 再調査 を試 み た緒果 、前記論文 に封 し
’t訂正

　　をなす の 必 要 を生す る と共 va　h　 1 新 種 竝 ぴ に 新亞種 を も發見 したる を以 つ て
、

　　こ L に之等 を發表す る と 共 に 、前 記論丈の 訂正 をな し、

・
本邦領土 内に産 す る種

　　類 を記録 して 置 きた い と思 ふ 。

’

　　　標本或 は文 獻に援助 を賜 りた る OCHs
， 江崎悌三博士 、 湯淺啓温 、 寺 西腸 、 瀧

　　澤求、幅貴正 三 等 の 諸氏 に 深謝す る 。

　　　　 Genus　Orect・chilus 　LACORD オナガ ミヅス マ シ矚

1乙ACORD
，
　Fr‘Ent ．］Paris　I，

　p．3磁 （1835）．

　　　　 1・ Oreetochilus　a．
・・itis　S 臥 RP ツ マ キ リオナガ ミヅス マ シ

　 O・ ect ・ cん伽 ．α 幽 SHARP，　T ・ans ・Ent．　S・c．．L・nd ．，　P．449 ‘IB8i）− REG ・矼服 ・
，
　A 皿 ．

　　 Soe．　Ent ．〕Ftr．（6）VI，　p．203 （1886，− AL］ffLTvARTH
，
　Col．　Gat．21

，
　P ．29 （1910）、

　紡錘 形 を呈 し、背面隆起 し、全 體黒色 に て 頭部 は平滑、前背板及 び 翅鞘 に は

極 め て微細 の （肉眼 に は認め られなV ・）點刻を密布 し、淡黄 褐色の 短 毛 を密生す

る 。 小楯板は 手 滑に て 短 毛 を缺 く。 翅鞘の 末端 は蔵斷状 に絡 り、截斷部 は幾分

轡曲す る 。

1） 東 京蟲乃 會硯 究 報告　1，pp．13−16 （1931 ），
2）　In3ecta　Matsurpurana　VI ，　PP ・13−21 （1931）。
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　匳

　　　　　tw谷 1 日本 産 オ ナ ガ ・ 歎 マ 囑 竝 び に 噺 種 、 薪亜 種 の 記載

　雄 の Ge 皿 ibalia−；一一Penisは細 く、 中央 よ り先

き は急に細 く、先端尖 り、 左右 の 酎屬器 と同　　　　　
「

長で あ る 。

　體長： 6．5−7mm ，　 體幅 ： 3mm ．内外
．
著者が前記論文に 0 ，αgilis　SHAR ？ と して

記載せ る標 本は今囘新種 と して發 表 する　0 ．

terαnishii なる もの に て 、當時所謂 0．αφ屠な

る標本な く．、 こ れ を誤認 せ る もの で あ る。 最

近兵庫縣川邏郡 を流 る L 猪名川 に て 多數探集

きれ 、 ．rPt貴正 三氏 は 100頭 以上 の標本 を著者

に贈 られ た 。 同 地 に は極 め て 多 數 産す る如

く、 秋 よ り冬期 に か財て 水 中の 石 の 下 に 多數

が群棲す る との こ とで あ る。 著者 は東京玉 幻

　 241．
f

la

　 　　 　 第 　1 圖

LOreetochilus 　agilis 　SEi−4RP
la．同 雄 の

「
Genitalia

で も探集 し、 又 最近 江 崎悌三 博士 よ り九州臈岡産 の 標 本 を惠途 された 。

　分布
一

本州、九州 。

　　　　　　　　　　 2・　Orectoehilus　cornagaer 　ZA 皿 ZEV ．　　　　　　　　　 、

　　Orect・脚 ・ c・吻 甜 Z皿 ・胛
，　Rev ・R ・・s・・E ・ t．・X ，・P．・244・（・910｝− Z、MMER ，y 。，、

T
。，、E 。 t．

　　 Mi… Vエ・・P・・168 （1917♪− P・・c … ，OP ・ sc．・1… ．S・．　S・ig・ n ・
，
　PP ．　il．12　（1923）＿

　　
OcHs

・
　S ・pPl・E・ t・・ XV

・
・P・1・7・

・22 （1927）；　E ・ t．・Blgtter・XXIV
，
・P．・0・（1928）．；

　　 An ・ ・M … Z ・ ・L　d ・ ］
’A ・ad

・　USSR ，　xXXI ，　p．69 （1930）； T ・・pi，。h。　Bi。 n 。n −

　　 gew 義sser・Bana　l，　XIV ，
　P．4ア4，477 （1931）．

　　O・・Pt・ ehit ・・S　・ipponeusis　Z… ZEV
，　Rev ．　R ・ ・S．　Ent ，　X ，　P224 （19ユ0）

　
ZAI！　TdEV 氏は 旧 本か ら　O．　 zzipponensis とは別 種 と して 記 載され て ゐ る が 、

OCHS 氏
3）

に從 へ ば 右 は同種 に て
、 事實 日本に産 するや 否 や 疑問 とされ て ゐ る

が ・著者靺 だ 椎 観 る機會を得な い の ：で 如何 とも斷定出Wt 　kA
．
　 e 、 vaは

OeHS 氏 に 從ふ こ と に した Q

　分布』 Jap跏   ，　Java ，　Sumatra ，
　lndia

，
　Borneo，　Tonkin ．　Annam ．

3） A 皿 ・蜘 ・・Z・・ll　d・ 1’A ・・d，　USSR ．　XXXi ，　P．．70 （1930）．
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．
読

　　　　　　　　　　　　　3， 0 アεc伽 ん‘tus　・bsc
’
uricleps 　REG曲 A

．
RT ．

　　　　　　伽 ・跏 ・ 蜘 脚 ・ REG   ・ 鮒 ；Ann．・S・c．
’
E ・ ・．　F ・．

；

L151）tVI，　p．　2ユ5 （、9・η＿

　　　　　　 0・ H ・
・ 恥 9・・ nS ・i・nce 」・ um ・17，　P・・720 〔1929）； P ・・ c ・ed ．　U ・

’S．　N ・t．　M ・ s，76；．3，

　　 　　　　 P ．4 （1929）．

　　　　　本邦 鯲 て 瞭 鮮 か ら講 されて 酔 が ・ ．著轍 ま
，
だ 権 蜆 磯 會 がない

　　　　の で 、 ζ S に 記載す る こ とは出來 な い
。

．
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 i

．
　　　　　　　　　　　　　　　　 ，

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
　
　　　　　　　　　 ・e　　

’
　　ニ　　　　　，　，　　 　　　　　　　　　　　 　

　　　　　分布 一 Korea ，　Manchur 垣，
．Central 　China．

　　　　　　　　　窪・ Orectoehilus
’
regimb αrti 　S畆 RP ．尋 ナガ ミヅス マ シ

．

　　
・
　 O「ee「°覦 粥 噂 視 b・ rti　SHARP・　Tra ・・s・　E・ t・　S・c・　L。nd ・

，

・
P… 448・（1884）− R 跚 ・・鵬 ．

　　　　　　
A ” ” ・S° c・E ”t・　Fr．（6｝VI ，　P・2螂 4

・ 二 1・
叫

・q・（1886〕
一・−MATS・一 ，　Th・…

　　　　　　 Ins．　Japan ，　III，　p．31 （1906，； Kg 【ichu−】3unruigaku　II，　p．22正 （ユ915）｝ Cat、　Ins．

　　　　　　 J・p・ n 　II
・
　PP・54−55 （1915）− Y ・ KbYAM ・，　B ・et】es ・f　J・pan 　1，　P．138，

　pl．　XVIII ，

　　　　　　．13 （193°）：
’K ”M 「YA ，　 M ・・hin ・ k ・iK ・・ kyuh ・ゆ琴μ・，　P ユδ （193・〕TT4 ・跚 ・，

　　　　　　 Ins・　Mats … VI…P… 20 （1931）− M ・
・
isuMl … ，111・ st・ a・t・d　l・ sects 。f　J・P ・… Empi ，e

，
　　　　　　　　　　 p．124，f．128 （1931）．　h 　　　　　　　　　　　

「
　　　　　　　　 1　

』
　　　　　　　　　　　　　　　　』

『
　　．

　　　　　分布 亠

本州 。

’
　　　　

．．1．

　　　　　　　　 4a ・　0 ハ！ctochilus 　regimb αrti　SIIARP　oclaiensis 　subsp ．　nGV ．

　　　　　Typical　speGimen との差異は 、體は大 き く、上唇 も稍 k 大形 に て 前方 へ 突出

　　　　す る e
” 頭 楯は 前縁 少 しく彎入 し、觸角は 赤黒色 、翅鞘の 末端は後方 へ 突出す る

　　　　
’
e”E’9 く

：
・鰍 於 て 特曙 し い

・ ua・D・
・
．・
G ・n ・t・

’li・ の 環 蜘 く尖 り読 右の 附 、

　　　　屬器 よ り微かえ長 い
。　　

’
　　　

．．
　　

’
　

齟

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ．　　　　　 2a

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 2

　　　　　　　
．
　 第　　2　

’．
圖

2・ OreCtochzZus　rePtvnbarti 　SHARP （♀）の 翅 鞘 末 端

2a・Ore｛洳 chilttS 　regimbarti 　odaiensis 　KAs1【IYA ．・
（♀）の 翹 鞘 末端
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・
體長 ：

・9・5−10・mm ．　 體幅．： 4r4’．5　mm ．．』「
　　　 ・・一・

・・
分布 丁 本州 6　

・
　　　　　　　　

1
　　　 ．　　　　 ．　　　　　　 ．。

紀州大臺 ケ 原入 ノ 波 （シ ホ ノ ノ 、 ） に 於 で 、1932 年 、7 ・月寺西暢 、 瀧 口浩兩氏

に依 つ て 多數探集され た 。

　 5． Orectoehilus　teranishii　sp ．．nov ． テラニ シオナガ ミヅ スマ シ （新稱 ）

　髑の 表面は黒色 vaて 稍 々 紫色 の 光澤が あ る。

’
頭部は 平滑く複映の 外 側に 淡

騨
の 驪 を生 じ・上 唇胖 圓滌 廟 鮎 零贍 ぴ ・上 面 晦 淡艶 の 続 、

前縁 馬哄黄色の 長毛 を生 じ 、 觸角は黒色 に て

先端は黄褐色 、 兩 鬚は黄褐色 で あ る o 前背板　　　　　　3

は矩 形 vaて 中央 よ り左右兩側 の 幅廣 くこ徴細
tt
　 ・ （

の 點刻 を裝 ひ 、 淡黄色の 短 毛を密生する 。 小

楯板は三角形 、平滑 、 黒褐色に て 光澤 あ b 、

翅鞘 は黒色 に て 先端 に 近 く暗赤褐色 、 前縁 は
’

少 し く反轉 し黄褐色、翅端は截斷状 に絡 り 、

雄の 截 斷郁 は稍 々 彎曲 し、雌 は 殆ん ど直線 に
’

て 翅端は稍 々 突 出す る 。 腹面及 び前 脚は暗赤

褐色 に て 光澤 あ り、申後兩脚は黄褐色 で ある 。

　雄 の Genitalia一 黄褐色 、　Penis は細 く、

兩側 の 附屬器よ り長い
。

　體長 ： 7−7．5mm ，

　體幅 ： 3，5m 皿 ．内外 o

’
3a

　 　 　　 　 第 　3　圖

3．　
・Oreetochilus勘

・
（s？iishiiKAMIY’A

3a．同雄 の Ge 【1italia

、

　著者 が前 に OreCtochitusαgili3　SHARP と して誤記 した標本は本種 に て 、寺西

暢氏 ぼ 1920 年 5 月 、 東京郊外玉 川 に て 10 數頭 を採集 され 、 そ の 標 本全 部著

者 に寄鱠 され 、 現在著者が 所 藏 して ゐ る。

　分布
一 本 州 。

　6． Orectocbila
．s　formosαnus 　T1｛KTZA ｝v八， タイワ ンオナ ガ ミヅス マ シ

Orectechilus〆br盟 os 畆泥   s　TAKIZAWA ，　Ins．　Mat もu ．　VI
，
　PP．19−20（193工）

本種は家に 記載す る 0ア跏 晦嬬 p鷹 卿8 曾｝幡 SH岨 P に極め て酷似す るもの
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．

で ある 。 瀧澤氏は鹿野氏Pt99 大 トン mvaて 採集 された 雌 の標 本に て記載 S

れた 。 著者 も亦塵野氏が 同時 に採集 された標本を數頭寄贈 され 、 こ れ に就V ・で

調査す る に 、 外觀上 は勿論雄の Gepital（a で も殆ん ど置 別出來な い 位酷似 して

ゐ る o

　分布一 薹灣 。

　　　　 7． Orectochilus　punctipennis
「SHARP ． 3 オナガ ミヅス マ シ

　　OT召伽 c観 賜 8 郷 ηご吻 即 卿飴 S
冥ARp ，　Tran．　Ent、　Soc．　Lond．，　p．449 （1884｝一一一REGI）（BAiLT ，

　　 AIln．　Soc ．．Ent ．　Fr．（6｝VI
，　p ．264 （1886｝； 1．e．　LX ，　p．708 （1891｝； 聾ot．　Le亨d．

　　 Mus ．　 IX
，　p ．246 （IB87）− OcHsl　Ent．．　Nachtichtsb】att　I肛 ， 2，　p．47 （1929）二

　　 KAMIYA ，　Mushinokai　Kenkyuhokoku ！，p．16 （1931）− TvLKIzAwA，　Ins．　Mat 島u ．

　　 VI
・ p・20 （1931）TMA ：suMultA ， 1］lustrated　Ins〔tcts　of　Janan−Empire　p ・12婁2　f・

　 　 127（1931冫，

　本種 は OCHS 氏 に 從 へ ば 、 前記 Oretit・ chilUsf ・r？・1・・sαntss・TAKIZAWA と共 に 、 歐

洲か ら酉比 利 亞 に か けて 廣 く分布 する 伽 伽 戯 如 掘 伽 粥 皿 廿LLER に 極 め て酷

似 し、獨 立 種 と すぺ き差 異を認 め られ ない と云 ふ 意 見で ある 。 著 者 は未だ

α α 痂 屈 躑 vzatosug 　MULLER の 標 本 を觀る機會が な V 、の で 、こ れ に 就 い て は暫

ら く保留 す る 。

　分布
一

本州 、 九 州 。

　著者 の 所蔵 する標 本の 産地 は臈島縣五百川 （鹿 野氏 探集）及び兵庫縣猪名川

（福貴氏 採 集 ）で 、猪 名川 vae｝て は O・eeCochilus 　a，gitis　SHARP と同時 に探集され

た もの で 、前者 に 比較 すれぱ極め て 少數で 、幅貴氏探集標 本百頭以上の 中に雌

2頭 、雄 ヱ 頭が 混 同 して ゐた 。
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